
名鉄観光

中
計
初
年
度
は
健
闘

神
應
社
長
が
支
店
長
会
議
で
発
言

旅行各社が入社式

「
時
代
読
む
感
覚
身
に
付
け
て
」

阪
急
交
通
社
・
生
井
社
長

総取扱額

１．４
％
減
の
２２４２
億
円

１１
年
同
月
比
は
５．４
％
増

Ａ　Ｎ　Ａ

「
５
つ
星
」を
獲
得

邦
人
航
空
会
社
で
初
め
て

Ｊ
Ｒ
で
行
く
瀬
戸
内
芸
術
祭

報道関係者に現地取材会

ＪＴＢ

取
扱
額
は
０．１
％
減

「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
契
機
に
」

近
ツ
ー
・
小
川
社
長

「
ク
レ
ド
理
解
し
行
動
を
」

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
・
石
川
社
長

国
内
旅
行
Ｄ
Ｉ
下
降

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
調
査
、３
ヵ
後
は
上
昇

Ｓ
Ｉ
Ｔ「
製
販
一
致
店
舗
」

近

ツ

ー

個

人

近
ツ
ー
個
人
販
売
　

東
京
・
有
楽
町
に
開
設

トップ

国
内
旅
行
８
％
減
に

日　旅

海
外
、国
際
が
大
幅
増

２月分

（単位：千円、％）

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額
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２月の販売概況

ジェイティービー

日本旅行

近畿日本ツーリスト

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

日通旅行

阪急交通社

クラブツーリズム

合　　　　計

※ジェイティビー欄はグループ全体の実績

西鉄旅行

－»‰ －» －‰ －̂ －”́ －¿

北海道 －…̂ －”̂ －” －»‰ －…„ －”̂

東北 －¿̄ －…̄ －»» －»¿ －‰… －…”

東京（含む横浜、浦安） －̄ ̆ ”¿ ”̄ ̆ ”…

関東 －»̂ －”̄ －”„ －́ －”” －̆

甲信越 －»̆ －…„ －»„ －»… －»̆ －»̄

静岡（含む伊豆） －…„ －»́ －»̂ －…” －»́ －»́

愛知・岐阜・三重 －…„ －»̄ －»́ －…» －»¿ －”̄

北陸 －‰” －…… －»¿ －…… －…‰ －…»

京阪神 －”» －” －”” －̄ －”̂ －”…

近畿 －»” －”» －»» －”̆ －»” －”̆

山陽・四国 －»” －»„ －»… －»̄ －…„ －»̂

山陰 －‰„ －…… －…… －…… －…‰ －…‰

九州 －‰ －” －”́ －”» －¿ －̄

奄美・沖縄 －”„ －̂ －” －”„ » －̂

１年前
１－３月

９カ月前
４－６月

６カ月前
７－９月

３カ月前
”„－”»月

現況
１－３月

３カ月後
４－６月

全般

国内旅行の需要動向（方面別） （単位：ＤＩ）

（３） 第２６９８号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）４月６日（土曜日）

　
名
鉄
観
光
サ
欟
ビ
ス
は
欷
３
月
烙
日
に
愛
知
県
犬
山
市
の
名
鉄
犬
山
ホ
テ
ル
で
平
成

烙
年
度
全
国
支
店
長
会
議
を
開
催
盜
神
應
昭
社
長
が
訓
示
を
行
い
欷
昨
年
度
の
実
績
が

９
０
０
億
円
を
超
え
た
と
述
べ
た
盜
創
業
燠
年
目
と
な
る
昨
年
を
初
年
度
と
し
た
中
期

計
画
を
策
定
し
て
お
り
欷
最
終
年
度
に
１
千
億
円
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
盜
神
應
社
長

は
欹
こ
の
目
標
の
数
字
は
欷
か
つ
て
上
げ
て
い
た
数
字
へ
戻
す
こ
と
で
あ
り
欷
中
計
ス

タ
欟
ト
の
年
と
し
て
は
健
闘
し
た
飮
と
昨
年
の
実
績
を
評
価
し
欷
さ
ら
に
欹
２
年
目
が

最
も
大
切
だ
飮
と
参
集
し
た
約
２
０
０
人
の
支
店
長
に
檄
を
飛
ば
し
た
盜

家
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
欹
Ｆ
邸
飮

　
Ｊ
Ｒ
四
国
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

３
月
炬
欷
炸
日
欷
主
に
関
西
地

区
の
報
道
関
係
者
を
招
い
て

欹
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１

３
飮
の
現
地
取
材
会
を
実
施
盜

欹
新
幹
線
と
Ｊ
Ｒ
で
行
く
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３
飮
を

紹
介
し
た
盜

　
報
道
関
係
者
は
欷
新
幹
線
と

快
速
マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
欟
で
高
松

へ
移
動
盜
宿
泊
の
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル

ク
レ
メ
ン
ト
高
松
を
拠
点
に
欷

高
松
港
か
ら
船
で
会
場
と
な
る

犬
島
歉
岡
山
市
歐欷
直
島
歉
香
川

県
歐欷
小
豆
島
歉
香
川
県
歐
へ
盜

　
犬
島
で
は
欹
家
プ
ロ
ジ
櫪
ク

ト
飮
の
記
者
会
見
に
出
席
し
欷

作
品
の
欹
Ｆ
邸
飮
欹
Ａ
邸
飮

欹
Ｓ
邸
飮
を
見
学
し
た
盜
家
プ

ロ
ジ
櫪
ク
ト
は
欷
ア
欟
ト
デ
檪

レ
ク
タ
欟
の
長
谷
川
祐
子
氏
と

建
築
家
の
妹
島
和
世
氏
に
よ

る
盜
犬
島
の
集
落
で
で
き
る
だ

け
再
利
用
し
た
古
材
で
改
修
し

た
ギ
櫺
ラ
リ
欟
で
欷
ア
欟
ト
作

品
を
企
画
展
示
す
る
も
の
盜

　
直
島
で
は
建
築
家
の
安
藤
忠

雄
氏
が
新
た
に
開
設
し
た
欹
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｏ
　
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
飮
な

ど
を
見
学
盜

　
小
豆
島
で
は
タ
レ
ン
ト
の
ビ

欟
ト
た
け
し
さ
ん
と
現
代
美
術

家
の
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
さ
ん
が
共

同
で
制
作
し
た
オ
ブ
ジ
櫪
欹
ア

ン
ガ
欟
・
フ
ロ
ム
・
ザ
・
ボ
ト

ム
歉
地
底
か
ら
の
怒
り
歐
飮
が

登
場
し
た
盜

　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
春
期

間
は
３
月
炳
日
殳
４
月
炮
日
欷

夏
期
間
が
７
月
炳
日
殳
９
月
１

日
欷
秋
期
間
は
瀾
月
５
日
殳
瀲

月
４
日
盜

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
の
旅
行
に
便
利
な

欹
岡
山
・
香
川
ア
欟
ト
往
復
き

檸
ぷ
飮
な
ど
を
発
売
盜
発
駅
か

ら
岡
山
と
高
松
の
自
由
周
遊
区

間
ま
で
の
往
復
の
新
幹
線
と
同

自
由
周
遊
区
間
歉
両
備
バ
ス
の

岡
山
駅
殳
宇
野
港
間
歐
の
２
日

間
乗
り
放
題
が
セ
蘖
ト
盜
購
入

に
は
別
売
の
欹
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
灣
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
欟
ト

歉
引
換
券
含
む
歐
飮
の
同
時
購

入
欷
ま
た
は
提
示
が
必
要
盜
大

阪
市
内
発
が
大
人
９
千
円
盜

訓示を行う神應社長

　
阪
急
交
通
社
は
１
日
欷
大

阪
市
の
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル

で
新
入
社
員
爐
人
歉
男
性
烟

人
欷
女
性
煬
人
歐
の
入
社
式

を
行
い
欷
生
井
一
郎
社
長
は

次
の
よ
う
に
訓
示
し
た
盜

　
一
欷
時
代
を
読
む
感
覚
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
盜
現
代

は
情
報
化
と
市
場
の
多
様

化
欷
さ
ら
に
グ
ロ
欟
バ
ル
化

な
ど
時
代
の
変
化
は
著
し

く
欷
そ
の
流
れ
に
遅
れ
る
こ

と
な
く
市
場
の
ニ
欟
ズ
に
応

え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
盜
今
市
場
が
何
を
期
待
し

て
い
る
か
欷
常
に
考
え
る
姿

勢
と
感
性
を
養
檸
て
ほ
し

い
盜

　
一
欷
お
客
さ
ま
の
目
線
で
盜

旅
行
事
業
の
原
点
は
お
客
さ

ま
だ
盜
お
客
さ
ま
に
支
持
さ

れ
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
は
時
代
に

取
り
残
さ
れ
失
わ
れ
て
い

く
盜
お
客
さ
ま
に
満
足
し
て

い
た
だ
き
欷
そ
し
て
支
持
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
盜

　
一
欷
当
社
が
目
指
す
も
の

は
欹
支
持
率
ナ
ン
バ
欟
ワ
ン

の
旅
行
会
社
飮
だ
盜
欹
時
代

を
読
む
感
性
飮
と
常
に
欹
お

客
さ
ま
目
線
で
飮
を
心
が
け

て
欷
皆
さ
ん
と
一
緒
に
欹
お

客
さ
ま
支
持
率
ナ
ン
バ
欟
ワ

ン
飮
の
旅
行
会
社
を
目
指
そ

う
盜

１
月
の
取
り
扱
い

一
部
数
値
を
訂
正

Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ
Ｔ

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ
Ｔ
ホ
欟
ル
デ

檪
ン
グ
ス
歉
Ｈ
Ｄ
歐
は
欷
３

月
瀲
日
に
発
表
し
た
２
０
１

３
年
１
月
の
取
り
扱
い
状
況

に
つ
い
て
欷
一
部
数
値
に
誤

り
が
あ
り
欷
訂
正
す
る
と
発

表
し
た
盜
同
Ｈ
Ｄ
に
よ
る
と
欷

ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム
海
外
の

昨
年
１
月
の
経
理
実
績
歉
金

額
歐
を
実
際
よ
り
低
く
し
て

し
ま
檸
た
た
め
欷
同
社
海
外

は
前
年
同
月
比
炬
・
５
％
増

歉
当
初
発
表
は
熕
・
３
％
増
歐

と
な
檸
た
盜

　
こ
の
結
果
欷
Ｈ
Ｄ
主
要
瀲

社
の
海
外
企
画
を
焜
・
１
％

増
歉
燻
・
６
％
増
歐
欷
海
外

総
取
扱
額
を
灑
・
３
％
増

歉
烱
・
８
％
増
歐
欷
国
内
な

ど
も
含
め
た
総
取
扱
額
を
７

・
６
％
増
歉
９
・
７
％
増
歐

と
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
た
盜

　
な
お
欷
発
表
済
み
の
灣
年

１
月
の
経
理
実
績
に
誤
り
は

な
い
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
は
こ
の
ほ

ど
欷
今
年
１
月
分
の
販
売
実

績
を
発
表
し
た
盜
総
取
扱
額

は
前
年
同
月
比
５
・
４
％
減

の
爍
億
４
２
９
１
万
円
だ
檸

た
盜
内
訳
は
国
内
旅
行
が
同

７
・
６
％
減
の
熕
億
６
９
６

６
万
円
欷
海
外
旅
行
が
同
５

・
４
％
減
の
炒
億
煬
万
円
欷

訪
日
旅
行
が
ほ
ぼ
倍
増
歉
同

１
０
０
・
６
％
増
歐
と
な
る

１
億
６
０
６
３
万
円
だ
檸

た
盜

　
国
内
旅
行
は
欷
一
般
団
体

が
同
灣
・
５
％
減
欷
教
育
団

体
が
同
１
・
５
％
減
と
欷
一

般
団
体
の
落
ち
込
み
が
目
立

檸
た
盜
団
体
全
体
で
は
同
７

・
４
％
減
だ
檸
た
盜
個
人
旅

行
は
欷
企
画
商
品
が
同
１
・

５
％
増
欷
企
画
商
品
を
除
く

そ
の
他
の
個
人
旅
行
が
同
瀾

・
９
％
減
だ
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
一
般
団
体

は
同
６
・
７
％
増
だ
檸
た
一

方
欷
教
育
旅
行
は
昨
年
欷
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
実
施

時
期
を
１
月
に
移
行
し
た
反

動
で
同
熕
・
４
％
減
に
な
檸

た
盜
団
体
全
体
で
は
同
０
・

４
％
増
だ
檸
た
盜
個
人
旅
行

は
欷
自
社
企
画
商
品
が
同
燔

・
８
％
減
欷
他
社
企
画
商
品

が
同
炮
・
９
％
減
で
欷
企
画

商
品
全
体
で
は
欷
同
煕
・
７

％
減
だ
檸
た
盜
そ
の
他
の
個

人
旅
行
は
同
２
・
１
％
減
だ

檸
た
盜

小
笠
原
に
環
境

保
全
型
ト
イ
レ

阪
急
交
通
が
設
置

　
阪
急
交
通
社
は
東
京
都
の

小
笠
原
父
島
に
環
境
保
全
型

ト
イ
レ
２
台
を
設
置
し
た
盜

阪
急
阪
神
ホ
欟
ル
デ
檪
ン
グ

ス
グ
ル
欟
プ
の
社
会
貢
献
活

動
欹
阪
急
阪
神
未
来
の
ゆ
め

・
ま
ち
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮
の

一
環
盜

　
同
ト
イ
レ
は
水
を
使
わ

ず
欷
お
が
く
ず
の
微
生
物
の

力
で
排
泄
物
を
分
解
す
る
欷

環
境
に
や
さ
し
い
自
然
循
環

型
シ
ス
テ
ム
の
ト
イ
レ
盜
瀘

年
灑
月
に
屋
久
島
に
設
置
を

開
始
し
て
以
来
欷
今
回
で
５

回
目
と
な
る
盜

　
サ
イ
ズ
は
幅
１
２
５
０

韻
欷
奥
行
き
２
６
９
０
韻
欷

高
さ
２
７
０
０
韻
盜
欹
小
笠

原
の
自
然
環
境
に
あ
檸
た
サ

イ
デ
檪
ン
グ
型
を
採
用
し

た
飮
と
同
社
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ
の
旅
行

販
売
会
社
烝
社
に
よ
る
灣
年

１
月
の
取
扱
額
は
欷
前
年
同

月
比
０
・
１
％
減
の
９
８
０

億
２
４
０
０
万
円
と
な
檸

た
盜
前
年
を
下
回
檸
た
の
は

昨
年
瀾
月
以
来
盜
国
内
旅
行

は
１
・
１
％
減
の
５
８
４
億

２
０
０
万
円
だ
檸
た
盜
海
外

旅
行
は
１
・
５
％
増
の
３
３

６
億
３
７
０
０
万
円
欷
国
際

旅
行
は
熈
・
０
％
増
の
炳
億

４
７
０
０
万
円
欷
旅
行
関
連

商
品
そ
の
他
は
瀾
・
８
％
減

の
燻
億
３
９
０
０
万
円
と
な

檸
て
い
る
盜

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
０
・
８
％
減
盜

う
ち
一
般
団
体
は
欹
官
公
庁

・
自
治
体
飮
が
烟
・
５
％
増
欷

欹
企
業
飮
が
１
・
１
％
増
欷

欹
宗
教
飮
が
６
・
０
％
減
だ

檸
た
盜
教
育
団
体
は
１
・
２

％
減
と
な
檸
た
盜

　
企
画
商
品
は
４
・
５
％
減

で
欷
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
欹
エ
欟

ス
飮
は
９
・
９
％
増
盜
手
配

旅
行
を
含
む
個
人
旅
行
全
体

で
は
１
・
２
％
減
だ
檸
た
盜

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
欟
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
欷
前
年
を
上
回
檸
た
の

は
９
・
１
％
増
の
沖
縄
の
み
盜

前
年
を
下
回
檸
た
の
は
欷
瀾

・
４
％
減
の
北
海
道
欷
８
・

７
％
減
の
九
州
欷
６
・
８
％

減
の
東
北
な
ど
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
団
体
旅
行

が
４
・
０
％
増
欷
企
画
商
品

が
１
・
１
％
増
欷
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

２
・
９
％
減
だ
檸
た
盜

　
１
月
ま
で
の
灑
年
度
累
計

取
扱
額
は
８
・
３
％
増
の
１

兆
３
４
１
９
億
１
千
万
円
盜

国
内
旅
行
は
６
・
２
％
増
の

７
７
９
５
億
２
５
０
０
万

円
欷
海
外
旅
行
は
灑
・
３
％

増
の
４
８
１
４
億
１
６
０
０

万
円
欷
国
際
旅
行
は
燹
・
４

％
増
の
２
８
６
億
４
３
０
０

万
円
欷
旅
行
関
連
商
品
そ
の

他
は
瀾
・
４
％
減
の
５
２
３

億
２
７
０
０
万
円
と
な
檸
て

い
る
盜

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ
Ｔ
ホ
欟
ル
デ

檪
ン
グ
ス
歉
Ｈ
Ｄ
歐
傘
下
の

主
要
事
業
会
社
欷
近
畿
日
本

ツ
欟
リ
ス
ト
は
１
日
欷
東
京

都
千
代
田
区
の
本
社
で
２
０

１
３
年
度
の
入
社
式
を
開
催

し
た
‖
写
真
盜
小
川
亘
社
長

が
欹
当
社
も
組
織
の
再
編
と

い
う
新
た
な
ス
タ
欟
ト
を
契

機
に
欷
強
い
部
分
は
よ
り
強

く
欷
チ
櫺
レ
ン
ジ
す
る
部
分

は
よ
り
果
敢
に
欷
皆
さ
ん
の

力
も
推
進
力
に
し
な
が
ら
進

ん
で
い
く
飮
と
訓
示
し
欷
新

入
社
員
に
奮
起
を
求
め
た
盜

　
同
Ｈ
Ｄ
は
傘
下
の
各
事
業

会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
入

社
式
を
実
施
し
た
盜
こ
の
う

ち
欷
最
も
規
模
が
大
き
い
近

畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
の
新
入

社
員
は
１
０
３
人
盜
近
畿
日

本
ツ
欟
リ
ス
ト
個
人
旅
行
は

焙
人
で
欷
両
社
分
割
前
の
昨

年
の
旧
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス

ト
の
牋
人
を
大
き
く
上
回
る

新
規
採
用
数
と
な
檸
た
盜

　
小
川
社
長
は
欹
厳
し
い
就

職
活
動
を
乗
り
切
り
欷
数
あ

る
企
業
か
ら
当
社
を
選
択
し

て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
す

る
盜
全
員
が
新
生
近
畿
日
本

ツ
欟
リ
ス
ト
を
発
展
さ
せ
欷

生
き
生
き
と
仕
事
に
取
り
組

み
欷
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
頑
張
檸
て
い
こ

う
飮
と
述
べ
欷
若
い
力
に
期

待
を
表
明
し
た
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
は
１
日
欷

今
年
度
の
入
社
式
を
東
京
都

豊
島
区
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
で
開
催
し
た
盜
今
年

の
新
入
社
員
は
昨
年
よ
り
煦

人
多
い
犖
人
盜
新
入
社
員
は

石
川
邦
大
社
長
か
ら
一
人
一

人
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
た
盜

　
石
川
社
長
は
新
入
社
員
に

向
け
て
欹
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
の

社
員
と
し
て
欷
全
社
員
が
共

有
し
て
い
る
行
動
指
針
・
業

務
指
針
を
示
す
歡
ク
レ
ド
歸

を
よ
く
理
解
し
欷
社
員
と
し

て
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら

よ
い
の
か
を
し
檸
か
り
学
ん

で
ほ
し
い
盜
ま
た
社
会
人
一

年
生
と
し
て
は
欷
目
的
や
目

標
を
し
檸
か
り
持
檸
て
欷
そ

れ
に
向
か
檸
て
継
続
し
て
努

力
す
る
盜
そ
れ
が
で
き
る
人

間
に
な
檸
て
ほ
し
い
飮
と
述

べ
た
盜

　
新
入
社
員
は
２
週
間
の
研

修
後
欷
各
現
場
に
配
属
さ
れ

る
盜

　
今
年
度
の
営
業
施
策
の
ほ

か
に
欷
日
本
旅
行
業
協
会歉
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
歐
が
推
進
す
る欹
ツ
ア

欟
オ
ペ
レ
欟
タ
欟
品
質
認
証

保
証
制
度
飮
の
取
得
準
備
欷

Ａ
Ｅ
Ｄ
歉
自
動
体
外
式
除
細

動
器
歐
へ
の
対
応
な
ど
を
示

し
た
盜
こ
れ
に
つ
い
て
神
應

社
長
は
欷
近
江
地
方
の
伝
統

的
な
考
え
方
で
あ
る欹
三
方

よ
し歉
売
り
手
よ
し
欷
買
い
手

よ
し
欷
世
間
よ
し
歐飮
を
引
き

合
い
に
出
し
な
が
ら
欷
欹
顧

客
へ
の
安
全
安
心
に
よ
檸
て

差
別
化
を
図
る
飮
と
支
店
長

に
諭
し
た
盜
ツ
ア
欟
オ
ペ
レ

欟
タ
欟
品
質
認
証
保
証
制
度

で
必
要
な
Ｐ
マ
欟
ク
歉
個
人

情
報
取
り
扱
い
に
関
す
る
認

定
制
度
歐
に
つ
い
て
は
欷
す

で
に
取
得
準
備
に
入
檸
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
盜

　
日
経
ト
レ
ン
デ
檪
の
渡
辺

敦
美
編
集
長
が
欹
２
０
１
３

年
ヒ
蘖
ト
予
測
殳
ヒ
蘖
ト
を

生
み
出
す
施
策
と
今
後
の
ト

レ
ン
ド
飮
と
題
し
記
念
講
演

も
行
な
檸
た
盜

　
午
後
は
旅
客
部
門
と
貨
物

部
門
に
分
か
れ
て
分
科
会
を

開
い
た
盜
分
科
会
の
う
ち
欷

旅
客
部
門
で
は
支
店
運
営
と

成
功
事
例
を
テ
欟
マ
に
欷
銀

座
支
店
の
安
藤
昌
尚
支
店

長
欷
盛
岡
支
店
の
川
村
勲
支

店
長
欷
梅
田
支
店
の
浅
田
淳

支
店
長
が
そ
れ
ぞ
れ
事
例
を

語
檸
た
盜

名
旅
連
と
マ
欟
チ
会
は

同
ホ
テ
ル
で
役
員
総
会

　
同
社
の
協
定
施
設
で
あ
る

名
旅
連
歉
中
定
俊
会
長
歐
と

マ
欟
チ
会歉
西
山
健
司
会
長
歐

は
欷
支
店
長
会
議
に
合
わ
せ

て
同
ホ
テ
ル
で
役
員
総
会
を

開
い
た
盜

　
ま
た
欷
恒
例
の
合
同
表
彰

式
で
は
欷
業
績
の
高
か
檸
た

支
店
を
神
應
社
長
が
表
彰
す

る
と
と
も
に
欷
送
客
実
績
に

つ
い
て
は
名
旅
連
の
中
会

長
欷
マ
欟
チ
会
の
西
山
会
長

が
表
彰
し
た
盜

　
全
日
本
空
輸
歉
Ａ
Ｎ
Ａ
歐

は
３
月
焙
日
欷
英
・
ス
カ
イ

ト
ラ
蘖
ク
社
が
運
営
す
る
エ

ア
ラ
イ
ン
・
ス
タ
欟
・
ラ
ン

キ
ン
グ
で
欷
最
高
評
価
の
５

つ
星
を
獲
得
し
た
と
発
表
し

た
盜
Ａ
Ｎ
Ａ
は
７
社
目
で
欷

欹
日
本
の
航
空
会
社
と
し
て

は
初
め
て
飮
と
い
う
盜

　
Ａ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
と
欷
同
ラ

ン
キ
ン
グ
は
空
港
か
ら
機
内

サ
欟
ビ
ス
の
８
０
０
を
超
え

る
カ
テ
ゴ
リ
欟
に
つ
い
て
欷

利
用
者
が
常
に
最
高
レ
ベ
ル

の
サ
欟
ビ
ス
を
体
感
で
き
る

航
空
会
社
を
５
つ
星
に
認
定

し
て
い
る
盜

　
ス
カ
イ
ト
ラ
蘖
ク
社
は
ロ

ン
ド
ン
に
拠
点
を
置
く
航
空

産
業
コ
ン
サ
ル
テ
檪
ン
グ
・

格
付
け
会
社
で
欷
同
ラ
ン
キ

ン
グ
は
１
か
ら
５
の
星
の
数

で
航
空
会
社
を
格
付
け
し
て

い
る
盜
こ
れ
ま
で
５
つ
星
を

獲
得
し
て
い
る
の
は
シ
ン
ガ

ポ
欟
ル
欷
ア
シ
ア
ナ
欷
マ
レ

欟
シ
ア
欷
キ
櫺
セ
イ
・
パ
シ

フ
檪
蘖
ク
欷
カ
タ
欟
ル
欷
ハ

イ
ナ
ン
の
各
航
空
会
社
盜

　
Ａ
Ｎ
Ａ
は
今
年
欷
エ
ア
・

ト
ラ
ン
ス
ポ
欟
ト
・
ワ
欟
ル

ド
誌
か
ら
欹
２
０
１
３
エ
ア

ラ
イ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ

欟
飮
に
も
選
ば
れ
て
い
る
盜

披
露
宴
で
あ
い
さ
つ
す
る
近

ツ
欟
個
人
の
岡
本
社
長

　
日
本
旅
行
業
協
会
歉
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
歐
は
３
月
炮
日
欷
灣
年

３
月
期
欹
旅
行
市
場
動
向
調

査
飮
の
結
果
を
発
表
し
た
盜

国
内
旅
行
の
現
況
歉
１
殳
３

月
歐
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス
炯

と
３
カ
月
前
歉
瀾
殳
灑
月
歐

の
マ
イ
ナ
ス
７
か
ら
９
瓜
下

降
し
た
盜
３
カ
月
後
歉
４
殳

６
月
歐
は
マ
イ
ナ
ス
５
と
上

昇
に
転
じ
る
見
込
み
盜

　
方
面
別
に
見
る
と
欷
奄
美

・
沖
縄
が
灑
瓜
増
の
２
欷
九

州
が
７
瓜
増
の
マ
イ
ナ
ス
５

と
温
暖
な
地
域
が
上
昇
し

た
盜
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
も

７
瓜
増
で
マ
イ
ナ
ス
烙
盜
し

か
し
欷
東
北
が
炬
瓜
減
の
マ

イ
ナ
ス
熬
欷
北
海
道
が
６
瓜

減
の
マ
イ
ナ
ス
煥
欷
京
阪
神

が
９
瓜
減
の
マ
イ
ナ
ス
烱
と

な
る
な
ど
欷
下
落
が
瀾
方
面

と
目
立
つ
盜

　
東
京歉
含
む
横
浜
欷
浦
安
歐

は
９
瓜
減
少
し
た
が
９
と
欷

昨
年
４
月
以
降
プ
ラ
ス
を
維

持
し
て
い
る
盜

　
３
カ
月
後
は
欷
北
海
道
が

灣
瓜
増
の
マ
イ
ナ
ス
烱
欷
東

北
が
灑
瓜
増
の
マ
イ
ナ
ス
煕

と
な
る
な
ど
炙
方
面
で
上

昇
盜
減
少
は
今
回
上
昇
し
た

奄
美
・
沖
縄
欷
九
州
の
２
方

面
の
み
盜

　
海
外
旅
行
の
現
況
は
３
カ

月
前
の
マ
イ
ナ
ス
煥
か
ら
マ

イ
ナ
ス
烝
へ
と
上
昇
盜
ア
ジ

ア
欷
韓
国
欷
中
国
に
回
復
の

動
き
が
見
ら
れ
る
盜
３
カ
月

後
も
継
続
し
て
回
復
し
マ
イ

ナ
ス
炯
と
な
る
見
込
み
盜

　
調
査
は
旅
行
市
場
の
動
向

把
握
が
目
的
盜
今
回
は
５
９

２
社
を
対
象
に
２
月
４
殳
炳

日
に
実
施
し
た
盜

お
も
て
な
し
経
営

経
産
省
が
高
評
価

ス
タ
欟
フ
ラ
イ
ヤ
欟

　
ス
タ
欟
フ
ラ
イ
ヤ
欟
は
こ

の
ほ
ど
欷
経
済
産
業
省
が
主

催
す
る
欹
お
も
て
な
し
経
営

企
業
選
飮
に
選
出
さ
れ
た
盜

　
経
産
省
は
顧
客
・
地
域
密

着
型
の
経
営
サ
欟
ビ
ス
の
高

付
加
価
値
化
や
差
別
化
を
実

現
す
る欹
お
も
て
な
し
経
営
飮

を
実
践
す
る
燎
の
事
業
者
を

選
定
盜
そ
の
中
に
同
社
も
選

ば
れ
た
盜

　
ス
タ
欟
フ
ラ
イ
ヤ
欟
は
提

供
価
値
の
最
大
化
に
取
り
組

み
欹
感
動
の
あ
る
エ
ア
ラ
イ

ン
飮
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
欷

物
事
の
対
応
方
法
だ
け
で
な

く
欷
本
質
を
学
び
欷
高
い
レ

ベ
ル
の
接
客
を
実
現
す
る
こ

と
な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
た
盜

　
鉄
道
旅
客
協
会
が
３
月
焙

日
に
発
表
し
た
欷
主
要
旅
行

業
灣
社
の
２
月

の
旅
行
販
売
取

扱
額
が
欷
前
年

同
月
比
１
・
４

％
減
の
２
２
４

１
億
６
２
３
３

万
円
だ
檸
た
盜
総
取
扱
額
の

瀲
年
同
月
比
は
５
・
４
％
増

だ
檸
た
盜

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
０
・
６
％
減
の
１
２

８
７
億
８
９
６
万
円
欷
海
外

旅
行
が
同
３
・
２
％
減
の
９

０
２
億
２
８
８
７
万
円
欷
外

国
人
旅
行
が
同
燻
・
５
％
増

の
熏
億
７
４
３
７
万
円
だ
檸

た
盜

　
総
取
扱
額
が
前
年
同
月
を

上
回
檸
た
事
業
者
は
ジ
櫪
イ

テ
檪
欟
ビ
欟
と
日
本
旅
行
の

２
社
欷
国
内
旅
行
は
ジ
櫪
イ

テ
檪
欟
ビ
欟
と
東
武
ト
ラ
ベ

ル
欷
阪
急
交
通
社
の
３
社
だ

檸
た
盜

　
昨
年
４
月
か
ら
の
累
計

は
欷
総
取
扱
額
が
前
年
同
期

比
６
・
６
％
増
の
２
兆
９
４

９
３
億
７
８
６
５
万
円
だ
檸

た
盜
灣
社
中
瀲
社
は
欷
前
年

同
期
を
上
回
檸
た
盜
累
計
総

額
の
瀲
年
同
期
比
は
５
・
０

％
増
だ
檸
た
盜

　
分
野
別
の
累
計
額
は
欷
国

内
旅
行
が
５
・
１
％
増
の
１

兆
７
５
１
８
億
５
４
８
２
万

円
欷
海
外
旅
行
が
７
・
５
％

増
の
１
兆
１
２
７
５
億
４
６

９
万
円
欷
外
国
人
旅
行
が
爛

・
８
％
増
の
５
３
６
億
３
５

７
７
万
円
盜

　
国
内
旅
行
の

累
計
が
前
年
実

績
を
超
え
た
事

業
者
は
瀾
社
盜

う
ち
東
武
ト
ラ

ベ
ル
欷
阪
急
交

通
社
欷
ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム

が
２
ケ
タ
増
だ
檸
た
盜
外
国

人
旅
行
は
灑
社
中
瀾
社
が
前

年
同
期
を
上
回
り
欷
う
ち
４

社
が
３
ケ
タ
増
だ
檸
た
盜

　
日
本
旅
行
の
今
年
１
月
の

販
売
実
績
は
欷
総
販
売
額
が

前
年
同
月
比
３
・
６
％
増
の

２
５
８
億
５
２
４
６
万
円
だ

檸
た
盜
国
内
旅
行
が
同
２
・

４
％
減
欷
１
５
９
億
３
５
７

９
万
円
と
前
年
を
下
回
檸
た

が
欷
海
外
旅
行
が
同
炙
・
４

％
増
欷狷
億
９
２
１
０
万
円
欷

国
際
旅
行
が
同
煕
・
０
％
増
欷

５
億
２
０
４
８
万
円
と
欷
と

も
に
前
年
を
大
き
く
上
回
檸

た
盜

　
国
内
の
う
ち
欷
団
体
旅
行

は
同
２
・
３
％
減
の
煕
億
６

８
７
９
万
円
盜
教
育
旅
行
団

体
歉
同
０
・
１
％
増
欷
烱
億

３
６
３
０
万
円
歐
が
前
年
超

え
盜
一
般
団
体
歉
同
５
・
１

％
減
欷炙
億
３
２
４
９
万
円
歐

は
前
年
を
下
回
檸
た
盜

　
国
内
企
画
は
同
３
・
１
％

増
の
爼
億
９
０
７
６
万
円
盜

自
社
企
画
の
赤
い
風
船
歉
同

５
・
５
％
増
欷
爨
億
７
４
７

５
万
円
歐
が
増
加
盜
他
社
企

画歉
同
炯
・
０
％
減
欷
６
億
１

６
０
１
万
円
歐
は
減
少
し
た
盜

　
Ｊ
Ｒ
券
欷
航
空
券
欷
一
般

宿
泊
な
ど
の
個
人
旅
行
計
は

同
８
・
１
％
減
の
爐
億
７
６

２
３
万
円
盜

　
海
外
は
団
体
歉
同
瀲
・
５

％
増
欷
８
億
４
３
４
万
円
歐欷

企
画
商
品歉
同
灣
・
４
％
増
欷

熾
億
９
０
７
５
万
円
歐
欷
企

画
商
品
以
外
の
個
人
旅
行

歉
同
炯
・
３
％
増
欷
煌
億
３

９
０
６
万
円
歐
と
も
に
大
き

く
増
加
し
た
盜
団
体
は
一
般

団
体
が
同
焉
・
１
％
増
加
盜

教
育
旅
行
団
体
が
同
４
・
０

％
減
少
盜
企
画
商
品
は
欷
自

社
企
画
の
マ
蘖
ハ
・
ベ
ス
ト

ツ
ア
欟
が
同
炬
・
３
％
増
加

し
た
盜

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
個

人
旅
行
は
３
月
煥
日
欷
Ｊ
Ｒ

有
楽
町
駅
前
の
東
京
交
通
会

館
歉
東
京
都
千
代
田
区
歐
瀾

階
に
テ
欟
マ
型
商
品
を
造
成

す
る
欹
Ｓ
Ｉ
Ｔ
旅
行
企
画
セ

ン
タ
欟
飮
を
開
設
し
た
盜
セ

ン
タ
欟
の
隣
に
は
同
日
欷
近

畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
個
人
旅

行
販
売
が
テ
欟
マ
旅
行
商
品

を
専
門
に
扱
う
欹
有
楽
町
テ

欟
マ
旅
行
サ
ロ
ン
飮
も
開
店
盜

近
ツ
欟
グ
ル
欟
プ
で
は
初
め

て
の
欹
製
販
一
致
店
舗
飮
と

な
る
盜
開
設
前
日
の
同
月
焙

日
欷
関
係
者
を
集
め
て
披
露

宴
が
開
か
れ
た
盜

　
セ
ン
タ
欟
は
社
員
８
人
欷

サ
ロ
ン
は
４
人
で
運
営
す

る
盜

　
サ
ロ
ン
は
カ
ウ
ン
タ
欟
席

が
３
人
分
し
か
な
く
欷
客
は

原
則
欷
予
約
制
で
他
の
客
と

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
欷

旅
行
の
相
談
が
で
き
る
盜
ま

た
欷
多
人
数
の
旅
行
セ
ミ
ナ

欟
欷
説
明
会
を
開
催
す
る
ス

ペ
欟
ス
を
備
え
欷
毎
日
２
回

の
頻
度
で
セ
ミ
ナ
欟
な
ど
を

開
催
す
る
盜
内
装
は
木
目
調

を
基
本
に
し
た
落
ち
着
き
の

あ
る
空
間
に
し
欷
既
存
店
舗

と
の
差
別
化
を
図
檸
た
盜

　
取
り
扱
い
商
品
は
海
外
の

高
価
格
帯
の
Ｓ
Ｉ
Ｔ
商
品
に

限
定
す
る
盜
同
会
館
１
階
の

近
ツ
欟
個
人
販
売
有
楽
町
営

業
所
は
現
状
の
ま
ま
存
続
さ

せ
欷
商
品
に
よ
檸
て
す
み
分

け
る
盜

　
商
品
造
成
部
門
を
店
舗
脇

に
設
置
し
た
こ
と
に
つ
い

て
欷
近
ツ
欟
個
人
の
岡
本
邦

夫
社
長
は
欹
お
客
さ
ま
か
ら

離
れ
た歉
東
京
都
墨
田
区
の
歐

錦
糸
町
歉
の
本
社
歐
で
商
品

を
造
る
よ
り
欷
お
客
さ
ま
の

声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
に歉
造
成
部
門
を
歐

置
く
こ
と
が
造
成
に
役
立

つ
飮
と
説
明
す
る
盜

　
近
ツ
欟
個
人
販
売
は
今

後
欷
同
様
の
サ
ロ
ン
を
名
古

屋
欷
大
阪
に
開
店
す
る
予

定
盜瀬

戸
大
橋
烙
周
年

記
念
列
車
に
乗
る

日
旅
が
プ
ラ
ン

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
欷

４
月
瀲
日
に
瀬
戸
大
橋
開
業

烙
周
年
を
記
念
し
て
岡
山
殳

高
松
間
に
運
行
さ
れ
る
欹
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス

車
両
　
瀬
戸
大
橋
開
業
烙
周

年
記
念
号
飮
に
乗
車
す
る
プ

ラ
ン
を
発
売
し
た
盜

　
人
気
の
個
室
寝
台
車
両
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス

車
両
が
瀬
戸
大
橋
に
特
別
運

行
さ
れ
る
盜
プ
ラ
ン
で
は
欷

列
車
へ
の
乗
車
ほ
か
欷
記
念

の
特
製
弁
当
欷
乗
車
証
欷
コ

欟
ス
タ
欟
が
付
く
盜
多
度
津

駅
で
長
時
間
停
車歉
１
時
間
歐

す
る
た
め
欷
列
車
見
学
や
写

真
撮
影
を
余
裕
を
も
檸
て
で

き
る
盜

　
４
月
瀲
日
欷
新
大
阪
駅
集

合
盜
当
日
高
松
駅
解
散
の
日

帰
り
プ
ラ
ン
欷
高
松
泊
の
１

泊
プ
ラ
ン
が
あ
る
盜


